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肥
後
は
「
難
冶
の
国
な
れ
ば
」

増

山

雄

三

「

あ

ん

た

が

た

ど

こ

さ

肥

後

さ

肥

後

ど

こ

さ

熊

本

さ

熊

本

ど

こ

さ

・
・
」

と

続

く

肥

後

節

を

知

っ

て

い

る

の

は

、

昭

和

一

桁

に

近

い

生

ま

れ

の

人

ぐ

ら

い

し

か

知

ら

な

い

と

思

う

が

、

織

豊

時

代

に

は

、

肥

後

（

熊

本

県

）

は

「

難

治

の

国

な

れ

ば

」

な

ど

と

い

う

言

葉

が

、

よ

く

使

わ

れ

て

い

た

と

い

う

。

そ

れ

で

も

、

江

戸

期

以

来

、

人

材

の

国

と

し

て

知

ら

れ

、

ま

た

明

治

以

降

は

《

一

人

一

党

》

と

か

《

肥

後

モ

ッ

コ

ス

》

な

ど

と

言

わ

れ

、

自

分

の

価

値

観

を

立

て

容

易

に

譲

ら

な

い

風

土

と

も

言

わ

れ

、

ま

た

明

治

時

代

に

は

、

多

様

な

思

想

家

を

だ

し

て

い

る

。

と

こ

ろ

で

、

豊

臣

期

、

秀

吉

の

同

僚

だ

っ

た

佐

々

成

政

と

い

う

人

物

が

い

た

が

、

彼

は

元

々

秀

吉

を

好

ま

ず

、

反

抗

と

降

伏

を

重

ね

た

が

、

秀

吉

は

彼

を

殺

さ

ず

、

御

伽

衆

と

い

う

閑

職

を

与

え

、

秀

吉

が

九

州

平

定

後

、

秀

吉

か

ら

肥

後

一

国

を

貰

っ

た

。
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肥

後

が

難

治

と

い

う

の

は

、

国

人

衆

の

強

勢

に

あ

っ

た

と

い

う

が

、

五

十

二

人

の

国

人

が

国

中

に

割

拠

し

、

地

侍

た

ち

は

そ

れ

ぞ

れ

の

国

人

を

、

寄

親

と

し

て

そ

の

下

知

に

服

し

た

が

、

秀

吉

の

統

治

の

画

期

性

は

、

そ

れ

ら

を

一

挙

に

潰

そ

う

と

し

た

の

だ

。

そ

こ

で

秀

吉

は

、

成

政

に

肥

後

の

難

冶

を

十

分

言

い

聞

か

せ

、

「

一

揆

を

起

こ

さ

せ

る

な

」

と

厳

命

し

た

が

、

所

領

を

削

り

検

地

を

し

た

た

め

、

隈

部

親

水

と

い

う

国

人

が

立

ち

あ

が

り

、

一

揆

を

起

こ

し

た

。

隈

部

た

ち

の

動

員

力

が

二

万

に

対

し

、

佐

々

方

は

僅

か

二

千

に

過

ぎ

な

か

っ

た

が

、

彼

は

戦

い

の

玄

人

だ

け

に

よ

く

戦

い

、

秀

吉

の

応

援

を

得

て

、

よ

う

や

く

一

揆

を

鎮

圧

さ

せ

た

結

果

、

一

揆

方

約

千

人

を

斬

首

し

た

あ

と

、

成

政

も

上

方

に

呼

び

切

腹

さ

せ

る

こ

と

で

、

肥

後

人

の

恨

み

を

や

わ

ら

げ

た

。

こ

の

よ

う

な

肥

後

人

の

鬱

憤

を

、

「

ム

シ

ャ

（

武

者

）

が

よ

か

」

と

い

う

、

古

い

熊

本

弁

で

迎

え

た

の

が

「

加

藤

清

正

」

で

、

彼

が

肥

後

に

入

る

と

、

肥

後

人

や

佐

々

の

遺

臣

を

大

胆

に

採

用

し

た

の

で

、

そ

れ

も

肥

後

人

の

痛

み

を

や

わ

ら

げ

た

。
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清

正

は

、

土

木

と

財

政

に

長

じ

、

広

く

農

業

土

木

を

興

し

て

灌

漑

面

積

を

増

や

し

、

さ

ら

に

彼

が

や

っ

た

奇

蹟

は

、

「

熊

本

城

」

と

い

う

、

肥

後

人

が

見

た

事

の

な

い

よ

う

な

、

堂

々

た

る

外

観

を

も

つ

、

巨

大

な

城

郭

を

出

現

さ

せ

、

こ

の

城

が

出

来

た

と

き

程

、

肥

後

人

は

清

正

に

対

し

て

、

「

ム

シ

ャ

が

よ

か

」

と

感

じ

た

事

は

な

か

っ

た

だ

ろ

う

。

次

の

世

の

家

康

は

、

こ

の

清

正

を

腫

物

に

触

る

よ

う

に

大

切

に

扱

い

、

彼

は

清

正

に

肥

後

一

国

を

与

え

た

う

え

、

さ

ら

に

、

豊

後

の

一

部

を

加

え

て

五

十

四

万

石

の

大

身

代

に

し

、

ま

た

、

婚

姻

を

通

じ

清

正

を

取

り

込

も

う

と

し

た

が

、

清

正

が

死

ん

で

そ

の

子

の

代

に

な

る

と

、

幕

府

は

加

藤

家

を

潰

し

た

あ

と

、

寛

永

九

年

（

一

六

三

二

年

）

に

細

川

氏

が

入

っ

た

。

細

川

氏

が

、

ス

ポ

ン

ジ

の

よ

う

に

京

都

文

化

を

吸

い

込

ん

で

い

た

家

だ

っ

た

事

が

、

そ

の

後

の

肥

後

文

化

に

益

し

た

が

、

細

川

氏

は

、

も

と

は

室

町

将

軍

家

の

縁

戚

で

、

初

代

藤

孝

（

幽

斉

）

は

、

将

軍

の

御

部

屋

衆

と

し

て

、

織

田

と

豊

臣

家

に

仕

え

、

出

家

し

て

か

ら

も

、

従

二

位

と

い

う

高

い

位

置

に

あ

っ

た

。
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ま

た

、

幽

斉

は

武

略

の

人

で

あ

り

な

が

ら

歌

学

で

は

当

代

第

一

の

人

物

だ

っ

た

し

、

茶

道

に

も

明

る

く

、

そ

れ

を

こ

と

さ

ら

顕

示

す

る

事

な

く

、

諸

家

よ

り

も

か

え

っ

て

武

を

重

ん

じ

、

文

武

両

面

で

、

肥

後

人

の

心

を

攫

っ

た

と

い

っ

て

よ

い

だ

ろ

う

。

令

和

三

年

十

一

月


